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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、WDリピートタンパク質の高度に保存されたサブファミリーに属する、普遍的に発現する核タンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、細胞増殖を制御する網膜芽細胞腫タンパク質に直接結合します。また、E1A結合ポケットBを介して、低リン酸化網膜芽細胞腫タンパク質と優先的に相互作用します。この遺伝子には、異なるタンパク質アイソフォームをコードする3つの選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。 [RefSeq提供、2010年7月]、機能:リン酸化が不十分な網膜芽細胞腫タンパク質に優先的に結合します。、PTM:DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化されます。、類似性:6つのWDリピートを含みます。、サブユニット:SET1複合体の構成要素で、少なくとも触媒サブユニット（SETD1AまたはSETD1B）、WDR5、WDR82、RBBP5、ASH2/ASH2L、およびCXXC1/CFP1で構成されています。 MLL含有複合体（MLL、ASCOM、MLL2/MLL3、またはMLL3/MLL4複合体と呼ばれる）の構成要素：少なくともASH2L、RBBP5、DPY30、WDR5、1つまたは複数のヒストンメチルトランスフェラーゼ（MLL、MLL2、MLL3、および/またはMLL4）、および条件的構成要素MEN1、HCFC1、HCFC2、NCOA6、KDM6A、PAXIP1/PTIP、およびC16orf53/PA1で構成される。組織特異性：普遍的に発現する。
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	RBQ-3 ポリクローナル抗体を使用した CoLo 細胞のウェスタン ブロット分析。

